                                                                    １１月２２日 木曜日

                    学校と家庭を結ぶ道徳通信３年       
おうちの方へ
◇道徳の時間に 「まどガラスと魚」の教材で学習しました。
· 授業のねらいは，「千一郎の心の動きを通して、過ちは素直に改め、正直に明るい心で元気よく生活しようとする実践意欲を育てる。」です。

 あらすじ
主人公の千一郎は、友達とキャッチボールをしていて、過って窓ガラスを割ってしまうが、悪いと思いつつも逃げてしまう。千一郎は翌日から、何度も遠回りしてその家の近くまで行くのだが、正直に名乗り出て謝ることができない。ある日、夕食の魚を猫に取られ、飼い主である近所のお姉さんが謝りにきた行動を見て、窓ガラスのことを母に正直に話す。そして母と一緒に謝りに行くと、その家のおじいさんはこころよく許してくれた。
 授業の内容と子どものようす

はじめに、正直に言わなければと思いながらも言えなかった経験を出し合いました。「物をこわしてしまったが、怒られるのが怖くてなかなか言い出せなかった」などがあがりました。
次に、資料を読んで，話し合いました。謝らなければと思いつつも、思わず逃げてしまったときや、何度もその家の前を通った千一郎の気持ちを考えました。謝ろうという強い心と、「怒られる」「だまっていれば分からないかも」という心の葛藤に、共感できていました。そんな千一郎が、どうして謝ろうと思ったのか聞くと、「言わないでいたら、ずっと嫌な気持ち」「お姉さんは自分のことでないのに謝っていて、えらい」と、お姉さんの誠実な行動を見て変容する様子を捉えていました。また、謝ったときの千一郎とおじいさんの様子から、正直に行動すると気持ちが晴れ晴れすることを、実感していました。

最後に、どうしたら正直に行動できるのか、話し合いました。自分が正直に行動できなかった経験を思い出しながら、強い心と相手を思う気持ちが大切であるということに、気付くことができました。
 おうちの方へ

人間は、誰しも自己保身のために過ちや失敗を隠したり、ごまかしたりする弱い心を持っています。しかし、自分に偽り人を欺くことは、真の解決には至らず、自他の心を傷つけることになってしまいます。子どもたちもそれは分かっていますが、叱られるのが嫌で、正直に行動することを恐れてしまうものです。自分の過ちを正直に告白することにより、失敗は改められるのだという経験を積み重ねていくことで、正直な心は育まれていきます。家庭内で子どもたちが正直に行動できたときには、認めたり褒めたりしていただけたらと思います。
